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春、センター前の海岸では長く伸びたホンダワラ類が海面をおおいます
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ムラサキインコガイとムラサキイガイ
海岸の防

ぼう

波
は

堤
て い

や岩などの水面ぎりぎりのところ

で、黒っぽい 紫
むら さ き

色
い ろ

の二枚貝がびっしりとくっつ

いているのを見たことがあると思います。

能登ではいがい
・ ・ ・

とかくろ
・ ・

がい
・ ・

などと呼ばれてい

るいがい
・ ・ ・

の仲間です。いがい
・ ・ ・

の仲間は、足
そく

糸
し

と呼

ばれるたくさんの糸状のもので岩などにくっつい

ています。また、お互いの貝殻同士も、この足糸

でくっついています。このうち、石川県の海岸で

普通に見られる種類は、ムラサキインコガイとム

ラサキイガイです。

ムラサキインコガイは、貝
かい

殻
が ら

の根
ね

元
も と

が赤っぽい

紫色をしたツートンカラーが特
とく

徴
ちょう

です。潮
しお

通
どおし

しの

良い場所を好み、自然が残されている岩場、特に

外
そと

浦
う ら

海岸
かい が ん

に多く、古くから日本に分布していたい
・

が
・

い
・

の仲間です。一方ムラサキイガイは、貝殻全

体が黒っぽいのが特徴です。入江などの比
ひ

較
か く

的
て き

波
な み

静
し ず

かな場所を好み、特に人工的に造られた防
ぼう

波
は

堤
て い

やテトラポッドなどで多く見られます。ヨーロッ

パ原
げん

産
さ ん

の種類で、世界中を行き来する貨
か

物
も つ

船
せ ん

や

大型の漁
ぎょ

船
せ ん

などにくっついて運ばれて来たとされ

る、本来は日本に分布していなかったいがい
・ ・ ・

の仲

間です。

近年、護
ご

岸
が ん

工事
こ う じ

や防波堤の建設が進み、ムラ

サキインコガイの生息
せい そ く

場所
ば し ょ

が減
げん

少
しょう

するのに対し、

ムラサキイガイの生息場所は着々と拡
かく

大
だ い

している

のです。

あめふらしとうみうし
磯観察でうみうし

・ ・ ・ ・

を見つけると「あっ、あめ
・ ・

ふ
・

ら
・

し
・

見つけた」という声をよく耳にします。逆

に、あめふらしがうみうしと呼ばれることも多い

ようです。確かに、あめ
・ ・

ふらし
・ ・ ・

とうみ
・ ・

うし
・ ・

は、軟
なん

体
た い

動
ど う

物
ぶ つ

の後
こう

鰓
さ い

類
る い

という同じ仲間ではありますが、

詳
くわ

しく観察するとその違
ちが

いに気づくはずです。

まず、あめ
・ ・

ふらし
・ ・ ・

の仲間は、地味な色のものが

多く、40cm位にまで成長する種類もいます。体

は胴
どう

の部分が丸く膨
ふく

らみ、頭の部分と簡
かん

単
た ん

に区別

できます。また、種類によってはここに貝殻を持

っているものもいます。あめ
・ ・

ふらし
・ ・ ・

の仲間には、

捕
つか

まえると紫色や乳
にゅう

白
は く

色
しょく

の液を出すものがいま

す。しかし、この液は人間に害
がい

を与えるようなも

のではありません。また、この様な液
えき

をまったく

出さない種類もいるのです。

一方、うみ
・ ・

うし
・ ・

の仲間は、色
いろ

鮮
あ ざ

やかなものが多

く、大きくなる種類でもせいぜいが10cm位まで

です。体は上から見ると楕
だ

円
え ん

形
け い

をしていますが、

横から見ると平べったく、頭と胴の区別がはっき

りしません。また、種類によっては、背の後側に

鰓
さい

葉
よ う

と呼ばれる花のようなエラがあるものもいま

す。う
・

み
・

う
・

し
・

の仲間は、あめ
・ ・

ふ
・

ら
・

し
・

と違って、捕

まえると液を出す種類はいません。

この様に、あめ
・ ・

ふ
・

ら
・

し
・

とう
・

み
・

う
・

し
・

は、細かいと

ころだけではなく、外観からでも簡単に区別する

間
ま

違
ち が

えやすい海の生きもの
福島広行・東出幸真・坂井恵一

自然海岸に多いムラサキインコガイ

港の岸壁などに多いムラサキイガイ
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ことができる磯の生きものです。海の中で、「僕

はあめ
・ ・

ふらし
・ ・ ・

じゃない！うみ
・ ・

うし
・ ・

だあ！」と叫
さけ

ん

でいるかもしれません。

うみ
・ ・

ぞう
・ ・

めん
・ ・

とウミゾウメン
あめ
・ ・

ふらし
・ ・ ・

の仲間は、春から夏にかけてたくさ

んの卵を、黄色くて細長いひも状の卵
らん

塊
か い

にして岩

や海藻などに産み付けます。

あめ
・ ・

ふらし
・ ・ ・

の仲間は、その形からは考えられな

いと思いますが、さ
・

ざ
・

え
・

やあ
・

わ
・

び
・

などと同じ巻
まき

貝
が い

の仲間です。この卵塊をしばらく飼
し

育
い く

すると幼
よう

生
せ い

がフ化するので、これを見ていただけば納得でき

ると思います。

あめ
・ ・

ふらし
・ ・ ・

の仲間の卵
らん

塊
か い

は、少し縮
ちぢ

れた素
そう

麺
め ん

に
似ていることからうみ

・ ・

ぞう
・ ・

めん
・ ・

と呼ばれます。と

ころが、海藻にもウミゾウメンという種類があり

ます。ウミゾウメンは、初夏の頃に波打ち際の岩

に育
そだ

つ紅藻の仲間で、その形が少し太めの素
そう

麺
め ん

に

似ていることからこの名がつけられたそうです。

また、ウミゾウメンは、みそ汁や酢の物などで食

べられていますが、あめ
・ ・

ふらし
・ ・ ・

の仲間の卵
らん

塊
か い

であ

るうみ
・ ・

ぞう
・ ・

めん
・ ・

は、私の知る限りでは食べられて

いません。

「海で見つかる、素
そう

麺
め ん

に似たもの」から同じ名

前で呼ばれるのですが、あめ
・ ・

ふ
・

ら
・

し
・

の仲間の卵塊

であるうみ
・ ・

ぞう
・ ・

めん
・ ・

と海藻のウミゾウメンでは、

まったく違うものなのです。

アナアオサとアオノリ類
春になると、海岸でなにかをとっている人の姿

すがた

を見かけるようになります。

何をとっているのかとたずねると、あお
・ ・

さ
・

と答

える方が少なくありません。そこで、そのあ
・

お
・

さ
・

を見せてもらったところ、アナアオサとアオノリ

類のボウアオノリやウスバアオノリなどが混じっ

ていることに気がつきました。

どちらも緑色をした海藻ですが、アナアオサと

アオノリ類ではからだの作りや色にちょっとした

違いがあります。アナアオサは濃
こ

い緑色をしてい

て、少し硬
かた

く、セロファン紙に穴をあけてしわく

ちゃにしたのような形をしています。輪
わ

切
ぎ

りにし

てみると、体が二層の細
さい

胞
ぼ う

でつくられていること

がわかります。一方、アオノリ類は淡い緑色をし

ていて、やわらかく、多くの種類は細長い形をし

ています。そして、体は二層の細胞でつくられて

あめふらし
・ ・ ・ ・ ・

の仲間アマクサアメフラシ

うみうし
・ ・ ・ ・

の仲間シロウミウシ

アメフラシの卵塊うみぞうめん
・ ・ ・ ・ ・ ・

と生まれた幼生

海藻のウミゾウメン

ぼく
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いますが、その間に隙間があります。この間に

は、海水や空気がたまっています。

ふつう能登であお
・ ・

さ
・

と呼ばれ、食べられている

海藻は、ほとんどがアオノリ類であるということ

がわかりましたが、アナアオサも含まれているよ

うです。味
み

噌
そ

汁
し る

などに入れて食べられているよう

ですが、この体の構
こう

造
ぞ う

の違
ちが

いがわかるのか？食べ

比べてみたいと考えています。

モズクとイシモズク
能登では主にモズクとイシモズクの2種がも

・

ず
・

く
・

として食用にされています。

モズクは、ホンダワラ類、いわゆる“藻
も

”に絡
から

まって育
そだ

つことから、「“藻
も

”につく」海藻という

意味で、この名前がつけられたようです。能登で

は、冬から春にかけて、主に七
なな

尾
お

北
ほ く

湾
わ ん

などの波静

かな場所で多く見られる海藻です。漁
りょう

師
し

さんがも
・

ず
・

く
・

漁をするときは、小船を使ったり、浅い場所

では胴
どう

長
な が

をはいて行います。熊
くま

手
で

のような金
かな

具
ぐ

を

使うこともありますが、直接手や髪
かみ

の毛をとかす

ときに使うブラシなどを使って採
と

ることもあるよ

うです。

一方イシモズクは、モズクに色や形がよく似て

いて、しかもモズクと同じように、ぬるぬるして

います。イシモズクという名前は、石から直
ちょく

接
せ つ

育

つことから、このような名前がつけられたようで

す。モズクよりもいくぶん硬
かた

い体をしていて、初

夏から夏に見られます。

も
・

ず
・

く
・

は、ぬるぬるしていてやわらかく、酢の

物などにして食べるとおいしい海藻です。能登で

は、モズクもイシモズクもも
・

ず
・

く
・

として売られて

いますが、も
・

ず
・

く
・

といし
・ ・

も
・

ず
・

く
・

のように、区別さ

れている場合もあります。採られたモズクは、生

のまま、または塩
しお

漬
づ

けにされたものがビニール袋

やトレーに入れられて販
はん

売
ば い

されています。また、

スーパーやコンビニでは、パックづめで味付けさ

れたも
・

ず
・

く
・

が見られますが、これらは、能登に自
じ

生
せ い

しない種類が多く、沖
おき

縄
な わ

のフトモズクなどが混

じっていることがあります。

どんな種類のも
・

ず
・

く
・

なのかを考えながら食べて

みるのも面白いと思います。

ウスバアオノリと体断面の顕微鏡写真

ホンダワラ類に絡まって育つモズク 石から直接育つイシモズク

アナアオサと体断面の顕微鏡写真

すき ま
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クジメとアイナメ
秋、能登の海岸では「磯

いそ

釣
づ

り」が盛
さか

んに行われ

ます。磯釣りといっても、短い竹
たけ

竿
ざ お

で岩の間に住

むあ
・

ぶ
・

ら
・

め
・

をねらいます。

あ
・

ぶ
・

ら
・

め
・

はクジメの能登での呼び方です。秋の

クジメは脂
あぶら

が良くのって、とてもおいしくなりま

す。しかも、ホンダワラ類が最も短い時期なの

で、根
ね

掛
が

かりも少なく、初心者でも十分楽しめる

釣りです。あ
・

ぶ
・

ら
・

め
・

に混じって、違う種類の魚も

良く釣れます。ダイナンギンポやムラソイ、ホシ

ササノハベラやオハグロベラ、そしてあ
・

ぶ
・

ら
・

め
・

に

そっくりなアイナメなどが代
だい

表
ひょう

的
て き

な種類です。

アイナメはし
・

じ
・

ゅ
・

う
・

と呼ばれています。クジメ

とは体形と体色が非常に良く似ていて、一見した

だけではほとんど区別がつかないほどです。しか

し、アイナメの尾ビレは先が尖っていますが、ク

ジメの尾ビレは丸くなっています。また、アイナ

メの方が白っぽい色をしています。しかも、クジ

メは大きくなってもせいぜい25cm位ですが、アイ

ナメは50cm以上に成
せい

長
ちょう

します。ただし、磯で釣れ

るアイナメは、20cmまでのものが多いようです。

チャンスがあれば、本物を見比べてみてくださ

い。なお、味については「好み」がありますが、

どちらもおいしい魚です。

カワハギとウマヅラハギ
能登の魚

さかな

屋
や

では、カワハギとウマヅラハギは頭

と内
ない

臓
ぞ う

が取
と

り除
のぞ

かれ、皮をはがれてかわ
・ ・

はぎ
・ ・

とか

ば
・

く
・

ち
・

だい
・ ・

、ばく
・ ・

だい
・ ・

という名前で売られていま

す。時には同じトレーの中に、両者がごちゃ混ぜ

になっていることもあります。

カワハギとウマヅラハギは、両方ともカワハギ

科の魚で、フグの仲間です。ウロコがないかわり

に、厚
あつ

くて丈
じょう

夫
ぶ

なざらざらした皮でおおわれてい

ます。このため、食べるときはこの皮をはがなけ

ればなりません。かわ
・ ・

はぎ
・ ・

という呼び方は、「皮

をはぐ」ことから生じた名前だと考えられます。

両者を比べると、カワハギよりウマヅラハギの方

が長い顔をしているのが特徴です。馬の面に似て

いることから、「馬
うま

面
づ ら

」の名前がつけられたので

しょう。

一方、能登の方言であるばくちだいとかばくだ

い
・

は、食べるときには必ず皮をはがなければなり

ません。皮をはがれてしまう様子が、かけごと

（博
ばく

打
ち

）に負けて身
み

ぐるみはがれてしまった様子、

すなわちお金だけでなく、着ていた服までとられ

てしまった様子にたとえて、この様な呼び名がつ

けられたそうです。なお能登では、カワハギがウ

マヅラハギより四角い体形をしているので、あえ

て両者を区別するときには、か
・

く
・

ば
・

く
・

と呼ぶよう

です。

両者とも、白身で淡
たん

白
ぱ く

な味なので、煮
に

付
つ

けやな

べ物、みそ汁などで食べられていますが、新
しん

鮮
せ ん

な

ものは刺
さし

身
み

にしてもおいしい魚です。

クジメ（上）とアイナメ（下）

四角い体をしたカワハギ

長い顔をしたウマヅラハギ

・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・
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海と人と生き物の講演会

「自
し

然
ぜ ん

学
が っ

校
こ う

－環
か ん

境
きょう

教
きょう

育
い く

の新たな展
て ん

開
か い

－」の開
か い

催
さ い

について

東出　幸真

平成11年10月24日の日曜日、「自
し

然
ぜん

学
がっ

校
こう

」をテーマ

とした講
こう

演
えん

会
かい

を開
かい

催
さい

いたしました。石川県では、平

成11年度より多
た

彩
さい

な自
し

然
ぜん

環
かん

境
きょう

を活
い

かした「いしかわ

自然学校」構
こう

想
そう

を推
すい

進
しん

しています。自然学校とは、

子どもから大人まで、幅広い年
ねん

齢
れい

層
そう

を対象として、

自然のすばらしさが体
たい

験
けん

・実
じっ

感
かん

できる「場
ば

（チャン

スと場所）」と「内
ない

容
よう

（プログラムの企
き

画
かく

と実
じっ

行
こう

）」

を提
てい

供
きょう

するとともに、その指
し

導
どう

者
しゃ

を養
よう

成
せい

しようとす

るものです。今回の講演会では「自然学校」に関す

る豊
ほう

富
ふ

な実
じっ

践
せん

経
けい

験
けん

をおもちの2名の方に講
こう

師
し

をお願い

しました。なお、当日は30名の聴
ちょう

講
こう

者
しゃ

がありました。

まず、第一部は兵
ひょう

庫
ご

県
けん

職
しょく

員
いん

の渡
わた

部
なべ

雅
まさ

博
ひろ

さんに、兵

庫県竹
たけ

野
の

町
ちょう

の竹野スノーケルセンターにおけるスノー

ケリングの指
し

導
どう

とボランティア活
かつ

動
どう

について講
こう

演
えん

をし

ていただきました。

竹野スノーケルセンターは、日本で初めてスノーケ

リングの普
ふ

及
きゅう

を目的として開
かい

設
せつ

された海
かい

中
ちゅう

公
こう

園
えん

利
り

用
よう

施
し

設
せつ

です。そこでは、兵庫県が「自然学校」の一環

として行っているスノーケリング講習会が開
かい

催
さい

されて

います。渡部さんを含む100名ほどのボランティアス

タッフが、主に県内公立小学校の5年生を対象に、ス

ノーケリングの技
ぎ

術
じゅつ

指
し

導
どう

と海
かい

中
ちゅう

観
かん

察
さつ

のマナー等の指導

を担
たん

当
とう

しているとのことです。なお、年間の利用者

は約2,000名とのことです。一方問題点として、指導

者がすべてボランティアであるため、指導者のやりく

りがつかない場合があること。また、初
しょ

心
しん

者
しゃ

向
む

けの

内容なので、何度か参加された人には、飽
あ

きられて

しまうということなどがあるようです。

このため、ボランティア同士で「竹野スノーケルセ

ンター海
かい

洋
よう

生
せい

物
ぶつ

研
けん

究
きゅう

会
かい

」を組
そ

織
しき

して、スノーケリン

グ指導が行われない冬の季
き

節
せつ

でも、安
あん

全
ぜん

対
たい

策
さく

や指
し

導
どう

方
ほう

法
ほう

、生きものについての学
がく

習
しゅう

会
かい

を開いて、指導者

としてのレベルの向
こう

上
じょう

に努
つと

めるなど、積
せっ

極
きょく

的
てき

に活動

しているそうです。私には「竹野の海のすばらしさを

子どもたちに伝えたい」という熱
ねつ

意
い

が強く印
いん

象
しょう

に残

りました。

第2部は、環
かん

境
きょう

共
きょう

育
いく

事
じ

務
む

所
しょ

カラーズの西
にし

村
むら

仁
ひと

志
し

さん

に、「自然学校」の意
い

義
ぎ

や役
やく

割
わり

、効
こう

果
か

などについて講

演していただきました。西村さんは、まず個人で同

事務所を開設するきっかけとなったアメリカ合衆国で

の体
たい

験
けん

談
だん

を交
まじ

えて、現在の日本で行われている野
や

外
がい

活
かつ

動
どう

や体
たい

験
けん

学
がく

習
しゅう

にみられる問
もん

題
だい

点
てん

を指
し

摘
てき

されました。

日本各地には、環境教育を実施することのできる

良い施設がたくさんあるのに、指導者の力
りき

量
りょう

が不
ふ

足
そく

していたり、活動内容の充
じゅう

実
じつ

がなされていないため、

その目的を十分に達
たっ

成
せい

できない状態にあります。こ

の対
たい

策
さく

として、先
せん

進
しん

的
てき

に活動している民
みん

間
かん

の力を借
か

りて、今後の活動を進めることが良いのではないかと

指摘されました。また、アメリカ合衆国のある州
しゅう

立
りつ

自
し

然
ぜん

公
こう

園
えん

では、7ドルの入
にゅう

園
えん

料
りょう

が必要なのにもかかわ

らず、観
かん

光
こう

客
きゃく

だけでなく地
じ

元
もと

の人達がたくさん入
にゅう

園
えん

して、その自然を楽しんでいるとのことでした。この

ことが魅
み

力
りょく

ある自然公園の有
ゆう

効
こう

活
かつ

用
よう

と地
ち

域
いき

振
しん

興
こう

のヒ

ントになるのではないかと紹
しょう

介
かい

してくださいました。

西村さんの事務所の名前が「教
きょう

育
いく

」ではなくて、「共
きょう

育
いく

」としているように、「教える」ではなく、「共に学

んでいこう」という意
い

識
しき

がうかがえる講演内容でし

た。

「いしかわ自然学校」の実施により、一人でも多

くの方が、自然の豊かさに親しみ、将
しょう

来
らい

へ受
う

け継
つ

い

でいこうという意識を持っていただければと思いま

す。なお当センターでは、恵まれたフィールドを活用

し、磯観察やスノーケリングを取り入れたプログラム

を企画することによって、「いしかわ自然学校」の一
ひと

役
やく

を担
にな

うことができるように準
じゅん

備
び

を進めています。

（普及課　技師）

平成11年度スノーケリング講習会の参加者

がっしゅうこく
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新しい立
り っ

体
た い

映
え い

像
ぞ う

（3D）ソフトの完
か ん

成
せ い

坂井　恵一

当センターでは、平成10年度より「海と人との
共
きょう

生
せ い

推
す い

進
し ん

事
じ

業
ぎょう

」を実
じっ

施
し

してきました。
この事業は、二つの内容で構成されています。

まず一つが「国
こく

際
さ い

海
か い

洋
よ う

年
ね ん

記
き

念
ね ん

フォーラム・イン石
川」の開

かい

催
さ い

で、平成10年9月、石川県と（財）海
かい

中
ちゅう

公
こ う

園
え ん

センターの主催による「海と人との共生シン
ポジウム」と「全国海中公園ワークショップ」を
内浦町で開催しました。そしてもう一つが新しい
立体映像（3D）ソフトの作成です。
平成11年2月より約1年間、水中撮

さつ

影
え い

を含めて
能登半島の各地で撮影を続けてきました。冬の外
浦海岸では波の華

はな

や岩ノリ取り、ホンダワラ類が
長く伸びた「海中林」の様子、春には内浦町小
木で行われる伴

とも

旗
ば た

祭
ま つ

りと磯に姿を現す各種の生き
もの、夏は冬とは異なるの海中の様子と当センタ
ーが行ったスノーケリング講

こう

習
しゅう

会
か い

のシーン、そし
て秋にはあぶらめ釣りなどを収

しゅう

録
ろ く

しました。その

結果、撮影したテープは全部で約50本にもなりま
した。
平成12年2月、タイトルが「のと海と人の風

ふう

景
け い

」
に決まり編集作業も終わりました。春休みにはマ
リンシアターで上

じょう

映
え い

を始めることになっていま
す。 （普及課長）

能登で捕
つ か

まえたオオウミウマを飼
し

育
い く

中
ちゅう

東出　幸真

平成11年9月30日、『磯の危険な生きもの』と
して展

てん

示
じ

するアイゴを捕まえようと、能
の

都
と

町
ま ち

の姫
ひめ

海岸でスノーケリングによる採集を行いました。
ところが、アイゴはまったく見つかりません。

がっかりして戻
もど

ることに決
き

め、ひざくらいの浅
あさ

瀬
せ

まできたとき、海藻にくっついているタツノオト
シゴらしき10cmくらいの魚を見つけました。動
きが鈍

にぶ

かったので直接手で捕まえることができま
した。センターに帰り、水槽に入れて詳しく図鑑
で調べたところ、オオウミウマ（Hippocampus
kuda）だとわかりました。
オオウミウマは、沖

おき

縄
な わ

などの暖
あたた

かい海に住むタ
ツノオトシゴの仲間で、全長約30cmに成長する
種類です。石川県でよく見つかるタツノオトシゴ
は、せいぜい10cmほどにしかなりません。しか

も、オオウミウマはこれまで石川県で採集された
ことのない種類だということもわかりました。
今回採集したオオウミウマの幼魚が、どのよう

にして能登までやってきたのか？こんなことを想
そう

像
ぞ う

しながら、『南の海の磯魚』水
すい

槽
そ う

で1日でも長く
飼育したいと努力しています。 （普及課　技師）

トピック
ス

海中林の撮影

いそ き けん
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●●●●●●セ ン タ ー 誌 抄

のと海洋ふれあいセンター

古紙配合率100％再生紙を使用しています

8月下旬になると、例年どおりソラスズメダイやカゴカ
キダイ、カミナリベラなどの色

いろ

鮮
あざ

やかな南の磯の生きもの
が、磯の観察路でも見られるようになりました。また、ア
オスジガンガゼやコシダカウニなどのウニ類もたくさん見
つかりました。これらの南の磯の生きものは、例年なら冬
を越

こ

すことができないと考えられている種類です。しか
し、秋に入っても海水温度の下

か

降
こう

が鈍
にぶ

く、平年よりも
1.5℃ほど高く推

すい

移
い

しています。この状態が春まで続くと、
越
えっ

冬
とう

するものが出てくるかもしれません。
去る7月24日、スノーケリングによる磯観察の指

し

導
どう

者
しゃ

養
よう

成
せい

を目的とした研
けん

修
しゅう

会
かい

を開
かい

催
さい

しました。また、翌日の7月
25日には「スノーケリング講習会」を開催し、研修会の
参加者のうち希望された3名には、ボランティアとして実

じっ

際
さい

の指導を体験していただきました。
スノーケリングは、基

き

本
ほん

的
てき

な技
ぎ

術
じゅつ

や知
ち

識
しき

を習
しゅう

得
とく

すれば、
簡
かん

単
たん

な道
どう

具
ぐ

で、しかも幅広い年
ねん

齢
れい

層
そう

の方々が安全に、よ
り多くの磯の生きものとふれあうことができます。当セン
ターでは、今後も海の自然とのふれあいを推

すい

進
しん

するため
に、スノーケリングの普

ふ

及
きゅう

を行うことにしています。

のと海洋ふれあいセンターだより　「能登の海中林」
通巻第12号　　　平成12年2月29日　発行

編集発行　　　 のと海洋ふれあいセンター
石川県珠洲郡内浦町字越坂3-47

TEL 0768（74）1919（代）

FAX 0768（74）1920

1999年7月から12月の気温と水温の月変化
気温：午前9時に観測した月別平均値(●)

実線は月別の最高・最低の気温の範囲を示す
水温：午前9時に観測した月別平均値(○)

破線は月別の最高・最低水温の範囲を示す

1999（H11）年　後期（7～12月）
7/ 7 富山県立砺波高校理数科45名が臨海実習を実施

輪島市教育研究会理科部会6名が研修のため来館
7/ 15 石川県議会厚生環境委員会平成11年度第2回地域視察（能登地区）

の15名が視察
7/ 23 金沢大学理学部学生31名が臨海実習のため来館

内浦町立小木中学校の生徒4名が職場体験を実施
7/ 24 平成11年度磯の自然解説者研修会「スノーケリング指導者養成研

修」を開催12名参加講師：いしかわ動物園松村初男氏
新規立体映像の現地撮影（水中含む）を実施（～7/28）

7/ 25 スノーケリング講習会（内浦町教育委員会主催の「マリンスポー
ツフェア」と共催）を開催34名参加講師：金沢大学臨海実験所又
多政博氏、また前日開催した研修会の受講者9名が指導に参加した

7/ 27 石川県教育センター「平成11年度総合的な学習［環境］B研修講
座」が開催される受講生16名
県立伏見高校42名が臨海実習を実施

7/ 28 県立小松高校33名が臨海実習を実施
8/ 1 いしかわ環境パートナーシップ県民会議（事務局は県環境政策課）

主催「こどもエコクラブ交流会―夏の交流会inのと海洋ふれあいセ
ンター」が開催され、参加者61（内児童は38）名の磯観察を指導
第12回ジャパンテントin内浦の7名が施設見学

8/ 2 輪島市立輪島公民館、同鳳至小学校主催の「親子磯の生き物観察
会」が輪島市鴨ヶ浦で開催され、講師派遣。4年生とその保護者約
100名を指導

8/ 3 輪島市教育委員会主催「子ども長期自然体験村」の参加者68（内
児童・生徒は56）名が施設見学で来館

9/ 15 のと海洋ふれあいセンターだより「能登の海中林」第11号発行
9/ 21 のと海洋ふれあいセンター管理担当者会議を開催
9/ 25 サタデースクール「魚つりと飼育」を開催45名参加

10/ 2 「能登半島体験の旅」一行25名が施設見学
10/ 22 新規立体映像の現地撮影を実施（～10/24）
10/ 23 サタデースクール「タコを調べる」を開催18名参加
10/ 24 海と人と生きものの講演会「自然学校－環境教育の新たな展開－」

を開催30名参加講師：環境共育カラーズ代表西村仁志氏、兵庫県
職員渡部雅博氏

10/25 輪島市立輪島公民館、同鳳至小学校主催による4年生を対象とし
た「能登の海の生き物学習会」が開催され、講師派遣。スライド
を用いた解説を実施

10/28-29 平成11年度のと海洋ふれあいセンター運営協議会を開催（福井県
立海浜自然センターを視察）

10/28 県保健環境センターの技術研修員3名が施設見学
11/ 24 水産土木工学研究所漁場環境施設研究室森口朗彦研究員が「タイ

ドプール内物理環境調査」として、磯の観察路内に波高計設置の
ために来館

11/27 サタデースクール「ウニを調べる」を開催12名参加

観 察 路 だ よ り

早春、磯の観察路に姿を現すホウズキフシエラガイ

：石　川　県　（環境安全部自然保護課） 管理運営：（財）石川県県民ふれあい公社
：個人は高校生以上200円、団体（20名以上）160円、中学生以下は無料
：午前9時～午後5時(但し、入館は午後4時30分まで）
：毎週月曜日（国民の祝日を除く)と年末年始（12月29日～1月3日）

設 置 者
入 場 料
開 館 時 間
休 館 日


